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	子どもたちの未来を創る ～AI時代・人口減少社会に、 私たちが今できること～
	2026年７月31日（金） 15:00～17:00（受付14:30）
	中四国地区 情報交換会 2026

	小林 史明
	～講師紹介～
	衆議院議員  小林 史明 氏
	「未来は、子どもたちから始まる。」 AIの急速な進化、人口減少、少子化、働き方の変化――。 子どもたちが大人になる頃、社会は今とは大きく姿を変えているかもしれません。 そんな時代だからこそ、教育・保育に携わる私たちは、「どんな力を子どもたちに育んでいくのか」を改めて考える必要があります。 今回の講師は、国政の最前線でデジタル政策や地方創生、子育て支援などに取り組み、日本の未来を描き続けている衆議院議員 小林史明氏です。 行政、教育、地域社会、そしてテクノロジーの視点を横断しながら、「これからの日本」と「子どもたちの未来」について語っていただきます。 主なテーマ □ AI・DXが社会にもたらす変化 □ 少子化・人口減少社会への対応 □ 子ども・子育て支援政策 □ 教育・保育の未来 □ 地域社会と地方創生 □ 若い世代が希望を持てる日本づくり


